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アクションA アクションB アクションD
海を学ぼう！ 海をキレイにしよう！ 海を体験しよう！



海の森を育てようセミナー

アクションA：海を学ぼう！

アクションD：海を体験しよう！
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脱炭素に向けた藻場の再生セミナー 海を学ぼう！

海の森を育てようセミナー
藻場再生やプラゴミ問題について知識を深め拡散されることを目的とし、
現在藻場が減少していること、早熟カジメを海に植えて改善を試みていること等を講義し、
海の森に関する学びを深めました。また実際に早熟カジメの苗をロープに植え付ける
体験をし、海の森を守るための活動に参加しました。

【内容】藻場再生についての講義、早熟カジメの苗づくり

【参加人数】年間2日 200名 【実績】1日 5回 158名
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学校教育のカリキュラムとして
海洋アカデミー

アクションA：海を学ぼう！

アクションD：海を体験しよう！
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アクションB：海をキレイにしよう！



海を体験しよう！教育カリキュラム

海洋アカデミー
ディンギーやカヤック、クルージングを体験し海で遊ぶことの楽しさを学ぶと同時に、
環境問題やSDGsにも目を向け学びを深めました。
クルージングの際にはタモを持って乗船し海に落ちている海洋ゴミを拾い集めました。
海にどのようなゴミがどれくらい落ちているのかを実際に目で見ることで、
環境問題やごみ問題が自分事として捉えられたようでした。
今後の自分自身の行動も改めようと思ったと発言している子も多くみられました。

【内容】ハンザディンギー・シーカヤック・ボートクルーズによる自然観察
海での災害時の対応方法・緊急時の対処方法の講習 他

【参加目標】25回 約800名 【実績】25回 414名
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海洋キャンプ

アクションA：海を学ぼう！

アクションD：海を体験しよう！
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アクションB：海をキレイにしよう！



海の環境学習などを体験する海辺のキャンプ 海を学ぼう！

海洋キャンプ
海を学ぶための1泊2日の海洋キャンプを実施しました。水難救助訓練を行い、身近なもので
浮力になるものを実際にプールで実験したり、離岸流について学びました。
また、釣りをすることで命をいただくことへの感謝を学び、翌日にはSDGs勉強会を行いま
した。海でのゴミ拾いを行いきれいな海を守るための活動を学びました。
最後にはハンザディンギーに乗船し各々が自らヨットの操船を行い海で遊ぶことで
海の楽しさ、そして海の大切さを体験を通して学びました。

【内容】水難救助訓練、ボートフィッシング、SDGs勉強会、ハンザディンギーレース

【参加目標】年間2日 60名 【実績】年間2日 45名
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ディンギーセーリング体験

アクションA：海を学ぼう！

アクションD：海を体験しよう！

12

アクションB：海をキレイにしよう！



海を学ぼう！

ディンギーセーリング体験
普段なかなか触れる機会の少ないディンギーに乗船し、ヨットの走る構造や走らせ方を勉
強しました。さらには、楽しく海で遊ぶためにはきれいな海が必要であること、
この海を守る活動を一人一人が行うことが重要であることを遊びを通して学びました。
セーリングを体験するのは初めての子がほとんどでしたが、刻一刻と変化する波、風など
の自然の中で、五感を使い上手く帆走していました。

【内容】ハンザディンギー乗船体験

【参加目標】年間2日 100名 【実績】年間2日 名
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【 参加者総数 697名 】

海と日本プロジェクト2023
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